
住宅性能表示制度に対応した等級別断熱材と
リフォーム事例



温室効果ガスの排出量を森林の
吸収量で差し引きゼロにすること

住宅に係る省エネ対策等の強化の進め方【抜粋】

2050年 カーボンニュートラルの実現

（遅くとも）

2030年 誘導基準（断熱等級５＆一次エネ等級６相当）
の適合義務化

2025年 省エネ基準（断熱等級４＆一次エネ等級４相当）
の適合義務化

2022年 4月 断熱等級５、一次エネ等級６開始
10月 断熱等級６・７開始

 住宅トップランナー基準の見直し（目標2027年度）
BEI=0.8程度及び断熱等級５（注文住宅以外）
BEI=0.75及び断熱等級５（注文住宅）

 誘導基準の更なる引き上げ
 新築戸建住宅の60％に太陽光発電設備が設置



ZEH水準（断熱等級５）の住宅比率
3

・2022年で新築注文住宅の約5割がZEH水準住宅 2023年はそれ以上のはず
・既に最低レベルが等級４，標準レベルが等級５、差別化レベルは等級６、７

出典：SII 「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス実証事業 調査発表会2023」



参考）住宅性能表示制度における基準

＜温熱環境・エネルギー消費量に関する評価基準（新築住宅）＞

一次エネルギー消費量等級断熱等性能等級

【HEAT20 G3相当】等級７

【ZEH・誘導基準相当】等級６【HEAT20 G2相当】等級６

【旧誘導基準※３相当】等級５【ZEH・誘導基準相当】等級５

【省エネ基準相当】等級４【省エネ基準相当】等級４

【上記以外】等級１

【H4基準※１相当】等級３

【S55基準※２相当】等級２

【上記以外】等級１

※１：省エネ法に基づき平成4年に定められた基準
※２：省エネ法に基づき昭和55年に定められた基準

※３：建築物省エネ法に基づく省エネルギー性能の向上の一層の促進のために誘導すべき基準(省エネ基準の一次エネルギー消費量から10%削減したもの)

令和4年10月1日

新設

新設

新設

新設

令和4年 4月1日

新設

新設



断熱性能別 暖冷房費比較

40,112円60,283円69,437円78,499円131,330円
暖冷房費用（円/年）
（エアコン）

－38,387円－18,216円－9,062円+52,831円
暖冷房費 差額
（円/年）

1,744kWh2,621kWh3,019kWh3,413kWh5,710kWh
電気消費量
（kWh/年）

断熱等級４ 断熱等級５ 断熱等級６ 断熱等級７

UA値：0.26以下
ηAC値：2.8

UA値：0.46以下
ηAC値：2.8

UA値：0.60以下
ηAC値：2.8

UA値：0.８7以下
ηAC値：2.8

UA値：1.54以下
ηAC値：3.8

基準UA値

アクリアマットα
20K155mm×2層

アクリアマット
14K155mm×2層

アクリアR45
14K170mm

アクリアマット
14K155mm

アクリアマット
10K65mm

天井

断
熱
仕
様

【充填】アクリアウールα
36K105mm

【付加】アクリアウールα
36K105mm×2層

アクリアウールα
36K105mm

アクリアネクスト
14K105mm

アクリアネクスト
14K90mm

アクリアマット
10K50mm

壁

アクリアＵボードピンレスα
36K105mm

アクリアUボードNT

24K42mm

アクリアＵボードピンレスα
36K105mm

アクリアＵボードピンレスS
20K90mm

アクリアＵボードピンレスS
20K90mm

アクリアＵボード
32K35mm

床

押出3種ｂ 100mm（内外）浴室：押出3種ｂ 50mm浴室：押出3種ｂ 50mm浴室：押出3種ｂ 50mm無断熱土間基礎

窓・ドア：U値1.0窓・ドア：U値1.5窓・ドア：U値2.33窓・ドア：U値3.49窓・ドア：U値6.51開口部

6地域

断熱等級3

計算条件：計算ソフトQPEX4.3による。木造軸組構法。延床面積120.7m2。暖房設定温度20℃、暖房COP3.0。冷房設定温度27℃、通風なし、冷房COP3.0。
換気システムは、第三種換気。所在地は大阪府枚方（地域区分6地域）。
注）電気単価は23円/ｋWhにて計算。基本料等は含みません。
※ 上記は一定の条件下でのシミュレーション値です。保証する数値ではありません。
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世界の基準と比べてみると・・・

出典：国交省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001460572.pdf）を基に作成
野村総合研究所：令和3年度「海外における住宅・建築物の省エネルギー規制・基準等に関する調査」を基に作成

＊各国の住宅の省エネ基準をもとに作成

※スペインでは５つの地域区分に分類されるが、上図ではマドリードが属する地域区分のみの数値
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弊社の取り組み



なぜ、断熱するのか

① 光熱費の削減（省エネ）
⇒ エネルギーの使用量を減らす
⇒ CO2排出量削減・地球温暖化対策

② 温度差の小さい住まい（快適）
⇒ 呼吸器系・循環器系の負担が少ない
⇒ 病気になりにくく、快適に健康的に暮らせる

生活する我々にとって、重要なこと
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住宅用断熱材面積シェア

弊社調査資料（2020）

グラスウール
53%

ロックウール
8.9%

押出法
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

11.7%

ﾋﾞｰｽﾞ法
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

5.7%

硬質
ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
18.1%

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ
2.1%

ｾﾙﾛｰｽﾞﾌｧｲﾊﾞｰ
0.5%



◆リサイクル製品でエコ

リサイクル率
８０％以上

リサイクル性能

工場で再生処理

分別回収

再生処理

建築物等の
断熱材に使用

省資源、ゴミ削減に貢献します。

分別回収されたガラスびん

製造過程で
発生した端材グラスウールの原材料化

グラスウール製品化へ

リサイクルカレット

工場内での
リサイクル

市場での
リサイクル

旭ファイバーグラスで製造しているグラスウール製品は、他業種や市中から回収されたリサイクルガラス、また自社の製造過程から発生する製品端材を
原料としています。原料の80％以上はこれらを使用し高いリサイクル率となっています。
また広域認定制度を活用し、建設現場から廃棄される製品の回収も推進しています。また太陽光パネルや自動車等のリサイクルガラスを新たな原材料
として利用できるよう調査研究を行っています。



グラスウール断熱材のしくみ

高性能グラスウール（HG）のイメージ通常グラスウールのイメージ

繊維を細く

ガラス繊維を細くすることでより細かく・たくさんの空気を保有する隙間を形成する。

グラスウールはガラス繊維が絡み合って作られる空間（動きにくい空気の
小部屋）によって熱を伝えにくくしている断熱材です。

ダウンジャケットが暖

かいのと同じしくみ！

ウールの太いセーターよりもカシミヤの

セーターの方が暖かいのと同じしくみ

8ミクロン
4ミクロン

動きにくい空気
の小部屋
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アクリアネクスト

繊維径約4ミクロン
熱伝導率 (λ)

0.038W/m・K
(密度14kg/m3)

アクリアα

繊維径約３ミクロン
熱伝導率 (λ)

0.032W/m・K(密度36kg/m3)

0.034W/m・K(密度20kg/m3)

一般のグラスウール

繊維径約８ミクロン
熱伝導率 (λ)

0.050W/m・K
(密度10kg/m3)

最新の細繊維化技術によってすぐれた断熱性能を実現

0.050 

0.038 0.034 0.032 

0

0.02

0.04

0.06

一般のグラスウール
10㎏／㎥

アクリアネクスト
14㎏／㎥

アクリアα
20㎏／㎥

アクリアα
36㎏／㎥

細く均一な
繊維径により
断熱性能を
さらに向上！

熱伝導率比較

繊維径と熱伝導率



製品ラインアップ

JIS A 6930同等
50ミクロン厚の防湿フィルム付

壁 天井

透湿性の高い不織布付
受けピン不要

壁他

防湿フィルムのない
防湿シート別張りタイプ

床

18ミクロン厚の防湿フィルム付
幅広いラインアップ



アクリアウールα
14

防湿シート別張りタイプの製品

熱伝導率
20K：0.034

[W/(m･K)]
36K：0.032

[W/(m･K)]

用途 壁・天井・床の断熱

仕様 ポリエチレンフィルムに包まれていない
グラスウールです。 特長

○高性能グラスウールです。
○手触りもソフト、従来のグラスウールの
チクチク感がほとんどありません。

105mm厚の
熱抵抗値

20K：3.1
[m2・K/W]

36K：3.3
[m2・K/W]



アクリアαR71（アール ナナ イチ）
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シリーズ最高の厚さ250mmで熱抵抗値7.1m2・K/Wを実現

熱伝導率
20K：0.035

[W/(m･K)]

熱抵抗値

7.1
[m2・K/W]

用途 天井の断熱

仕様

特長

○高性能グラスウールです。
○厚さ250mmで、シリーズ最高性能の熱抵抗値
7.1m2･K/Wを実現します。

○高断熱住宅におすすめです。



等級別断熱仕様



断熱等級４仕様例＜仕様基準＞
17

4～７
地域

1.7外気側土間床基礎
立上り 0.5その他

4.7
(3.5)

U値開口部(窓)

4.7
(3.5)

U値開口部(ドア)

0.87
（0.75）

UA値基準

天井

14K 155mm (R4.1)

壁

14K 90mm (R2.4)

床（剛床）

2０K ９０mm (R2.５)

※( )は4地域



断熱等級５仕様例＜仕様基準＞５～７
地域

R 1.7外気側
土間基礎

R 0.7床下側

2.3U値開口部

0.6UA値基準

天井
壁

14K 105mm (R2.8)

床（剛床）

20K 90mm (R2.5)

14K 170mm (R4.5)



断熱等級６仕様例

天井

14K 155mm×2層
(R8.2)

壁

36K 105mm (R3.3)

床（剛床）

36K 105mm (R3.3)

ーR値玄関土間

1.7R値浴室土間

1.6U値開口部(窓)

1.6U値開口部(ドア)

0.46外皮平均熱貫流率 UA値

2.0平均日射熱取得率 ηAC値

0.46UA値基準

※物件ごとにUA値計算を実施し0.46を下回る必要があります。

５～７地域



断熱等級７仕様例

天井

20K 155mm×2層
(R9.2)

壁

床

【大引間】36K 105mm (R3.3)
3.6R値玄関土間

3.6R値浴室土間

1.0U値開口部(窓)

1.3U値開口部(ドア)

0.26外皮平均熱貫流率 UA値

1.8平均日射熱取得率 ηAC値

0.26UA値基準

【根太間】24K 42mm (R1.2)

【充填】
36K 105mm 
(R3.3)

【付加】
36K 105mm×2層
(R6.6)

※物件ごとにUA値計算を実施し0.26を下回る必要があります。

５～７地域



断熱リフォーム例

21



床の断熱リフォーム施工例
22

床下からアクリアUボードピンレスを
充填します。

点検口から床下に入り施工するので
住まいながら施工できます。



床下断熱リフォームの施工
23

【 断熱材の施工（気流止め） 】

この気流を止める！

気流止め

土台と根太に隙間がある場合はアクリアマットや気密テープ、ウレタンなどを充填して隙間を塞ぎます。

根太と土台、根太と大引きが直行する外壁、間仕切壁下部
には床下からの外気が入らないように根太間に気流止め
を施工します。

アクリアマットを気流止めに使用する場合は、防湿層フィル
ム面（印刷側のフィルム）を外側に二つ折りにし、折った部
分から根太間に充填します。

防湿層を

外側にして折る

防湿層



（参考）気流止めの重要性
24

壁の左半分は気流止めなし、右半分は気流止めを施工して冬の部屋を再現。
サーモカメラで確認すると気流止めがない壁は床下から壁内に冷気が流入し、壁表面
温度が下がっている。それに対し気流止めを施工した壁は床下らの冷気流入を防ぎ、
壁の表面温度が改善していることがわかります。



床の断熱リフォームの効果(例)
25

冬

※ リフォームの一例です。建物条件などで温度は異なります。

台所床の表面温度比較

床表面温度

6.8℃

床表面温度

13.1℃

外気温度 0.3℃、室内温度18.3℃ 外気温度 1.3℃、室内温度18.4℃

※6.3℃上昇

リフォーム

前
リフォーム

後



（参考）根太下断熱時の床表面温度
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建築用真空断熱材

【JIS A ９５２９】

国内初！建築用真空断熱材JIS認証を取得



真空断熱パネル（Vacuum Insuｌation Panel）とは、

断熱材の周囲を真空状態にし、気体による熱伝導率を限りなくゼロに近づける事

により断熱性能を高める真空技術を利用した断熱材です。

旭ファイバーグラス㈱は、グラスウールメーカーという強み・技術を最大限に生か

し、VIPを開発、グラスウール芯材から真空包装技術まで一貫した生産が可能とな

りました。

真空技術GW技術



釣具用クーラーボックス

電気製品

家庭用電気冷蔵庫

飲料用自動販売機

特殊冷凍・冷蔵庫

保冷ボックス

医療用輸送ボックス

レジャー用クーラーボックス

食品輸送ボックス

冷蔵・冷凍輸送

特殊冷凍庫

洋菓子運搬CRB

保冷宅配輸送箱

冷凍コンテナ

洋菓子運搬CRB家庭用冷蔵庫、
飲料用自動販売機



【断面図】

ヒートシール部（耳部）は織り込みます。

◇外装フィルム
優れたガスバリア性且つ周辺の熱橋が少ないフィルム
を使用

◇芯材
細繊維で断熱性能が高いグラスウール及び真空度維持
のための高性能なガス・水分吸着剤により構成
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10K

XPS
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ロックウール 高性能
グラスウール

16K

熱抵抗(R値）が４.0となる厚さ

200
mm

152
mm

152
mm

112
mm

フェノール
フォーム

VIP
-Build

80
mm

16
mm

VIP-Buildの熱伝導率は0.004 W/m・K と
いう断熱性能であり、一般的な高性能グラス
ウール断熱材の約10倍の断熱性能を有して
います。

VIP-Buildの断熱性能が高いため、同じ断熱
性能（熱抵抗値）を他の断熱材と比べ、薄くて
も実現することが可能です。



ＶＩＰ-Ｂｕｉｌｄ

設計価格
入数

寸法熱伝導率λ熱抵抗値Ｒ
製品記号

（円/枚）長さ幅厚さW/(m・K)㎡・K/W

8,040
10枚910

370
160.0044.0ＢＤ

8,980405


